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ム
の
保
守
料
等
に
係
る
費
用
で
す
。
小
松
市
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
令
和
３
年

３
月
末
現
在
で
30
・
54
％
と
前
年
度
に
比
べ
約

16
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
状
況
で
す
。

■
特
別
定
額
給
付
金
給
付
費

　

（
１
０
、
７
７
４
、
４
０
０
千
円
）

　

国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対

策
と
し
て
行
っ
た
制
度
で
、
全
額
国
庫
負
担
で

市
民
一
人
あ
た
り
10
万
円
を
給
付
し
た
も
の
で

す
。
基
準
日
と
な
る
市
民
に
対
し
、
給
付
率

99
・
8
％
と
な
る
１
０
７
、
７
４
４
人
に
対
し

て
支
給
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

未
支
給
と
な
っ
た
０
・
２
％
の
方
に
つ
い
て

は
、
給
付
を
辞
退
す
る
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
最
終
的
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
方
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
町
内
会
等
と
連
携
す

る
な
ど
、
状
況
を
把
握
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
教
育
相
談
費
（
１
１
、
６
３
１
千
円
）

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
や
保
護
者
、
学
校
等
の

相
談
対
応
、
相
談
員
の
研
修
、
専
門
家
に
よ
る

土
曜
専
門
相
談
等
に
係
る
費
用
で
す
。
特
別
支

援
教
育
士
を
配
置
し
た
こ
と
で
、
通
常
教
育
相

談
は
延
べ
相
談
件
数
で
５
、
０
０
０
件
を
超
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

増
加
す
る
相
談
に
対
応
す
る
職
員
は
す
べ
て

会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ル

タ
イ
ム
の
正
規
職
員
の
配
置
を
求
め
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

■
授
業
支
援
費
（
６
５
、
２
５
２
千
円
）

　

４
年
に
一
度
改
定
さ
れ
る
小
中
学
校
教
師
用

教
科
書
購
入
や
、
個
別
指
導
に
よ
る
学
力
向
上

の
た
め
に
配
置
さ
れ
る
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
等
へ

の
報
酬
に
係
る
費
用
で
す
。

　

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
国

の
最
低
賃
金
等
を
参
考
に
次
年
度
へ
向
け
て
改

善
・
検
討
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
小
中
学
生
食
育
奨
励
給
付
金
費

　

（
９
６
、
５
０
３
千
円
）

　

令
和
２
年
４
月
13
日
か
ら
５
月
29
日
の
臨
時

休
校
期
間
と
６
月
の
給
食
月
間
に
、
家
庭
に
お

い
て
も
食
育
の
大
切
さ
を
理
解
し
健
康
的
な
食

生
活
を
実
践
し
て
も
ら
う
た
め
児
童
生
徒
一
人

に
つ
き
、
1
万
円
を
支
給
し
た
費
用
で
す
。

　

家
庭
に
お
い
て
、
こ
の
事
業
の
趣
旨
に
基
づ

い
た
取
組
が
な
さ
れ
、
効
果
が
表
れ
た
か
ど
う

か
、
事
業
評
価
を
行
い
次
に
生
か
し
て
欲
し
い

と
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
児
童
生
徒
教
職
員
健
康
診
断
費

　

（
２
７
、
４
３
４
千
円
）

　

学
校
保
健
安
全
法
に
よ
る
児
童
生
徒
、
教
職

員
の
健
康
診
断
、
学
校
医
等
の
報
酬
に
係
る
費

用
や
教
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
業
務
委

託
料
に
係
る
費
用
で
す
。

　

長
時
間
労
働
が
あ
っ
た
教
職
員
に
対
す
る
医

師
に
よ
る
面
接
指
導
は
法
に
基
づ
き
適
切
に
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
定
数
の
改
善
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
県
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し

て
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
ひ
と
と
も
の
づ
く
り
科
学
館
管
理
運
営
費

（
９
１
、
９
９
１
千
円
）

　

歳
入
総
額
が
５
６
、
５
３
６
千
円
、
歳
出
総

額
が
９
１
、
９
９
１
千
円
で
、
差
引
き
３
５
、

４
５
５
千
円
の
歳
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
（
９
条
交
付
金
）
を
未

来
教
育
推
進
基
金
に
積
立
て
、
翌
年
度
に
基
金

繰
入
金
と
し
て
歳
入
予
算
に
計
上
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

ひ
と
と
も
の
づ
く
り
科
学
館
の
歳
入
歳
出
の

決
算
状
況
に
限
ら
ず
、
市
の
所
管
す
る
施
設
の

決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
、
効
率
性

を
明
瞭
に
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
報
告
と
な

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
産
業
競
争
力
強
化
費
の
内
こ
ま
つ
の
技
継
承

支
援
（
５
、
３
８
９
千
円
）

　

伝
統
的
産
業
で
あ
る
九
谷
焼
や
小
松
表
等
の

後
継
者
育
成
の
た
め
、
技
術
等
取
得
を
希
望
す

る
若
年
層
を
雇
用
し
、
指
導
・
継
承
を
図
る
市

内
事
業
者
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
利
用
は
６
件
13
名
で
あ
り
、

前
年
度
の
約
２
倍
の
実
績
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
小
松
に
あ
る
技
術
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
は
、
地
域
産
材
利
用
促
進
奨
励
費
な
ど
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
と
も
関
連
す
る
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
庁
内
で
連
携
し
て
取
り
組
む
よ
う
求
め

る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
環
境
王
国
拠
点
施
設
整
備
費

　

（
１
７
８
、
４
０
０
千
円
）

　

旧
西
尾
小
学
校
跡
地
活
用
事
業
の
令
和
２
年

度
に
実
施
し
た
改
修
工
事
費
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響
等
で
、
工
期
が
２
ケ
月
延
長
さ
れ
、

予
算
の
一
部
約
３
億
８
千
万
円
は
令
和
３
年
度

に
繰
越
さ
れ
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
５
月
末
で

施
設
の
改
修
工
事
は
完
了
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
令
和
３
年
４
月
１
日
に
締
結
予
定
で
あ

っ
た
指
定
管
理
に
係
る
基
本
協
定
及
び
年
度
協

定
は
、
市
と
指
定
管
理
者
の
間
で
合
意
で
き
ず
、

現
在
も
継
続
的
に
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
ス
タ
ー
ト
か
ら
の
事
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
第
三
者
の
立
場
か
ら
専
門
家
に

よ
る
検
証
委
員
会
で
集
中
的
に
検
証
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
早
期
オ
ー
プ
ン
に
向
け
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
検

証
委
員
会
で
の
検
証
結
果
も
踏
ま
え
、
適
切
に
取

り
組
む
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
実
証
費

　

（
２
３
、
２
３
３
千
円
）

　

観
光
庁
の
採
択
を
受
け
た
新
た
な
生
活
様
式

に
沿
っ
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
実
証
実
験
事
業
で

あ
り
、
そ
の
成
果
を
、
よ
り
安
全
で
誘
客
力
の

高
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
へ
と
反
映
さ
せ

て
い
く
も
の
で
す
。
今
回
の
事
業
に
よ
り
得
ら

れ
た
情
報
や
成
果
を
活
か
し
、
観
光
物
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ

後
の
魅
力
的
な
旅
行
商
品
造
成
に
繋
げ
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。
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■
議
案
第
47
号 

小
松
市
部
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
民
課
、
医
療
保
険
課
な
ど
市
民
の
方
に
分

か
り
や
す
く
課
の
名
称
を
修
正
す
る
も
の
や
企

業
誘
致
等
推
進
の
た
め
産
業
創
生
室
を
新
し
く

設
置
す
る
も
の
、
生
涯
学
習
等
の
業
務
を
教
育

委
員
会
に
変
更
す
る
な
ど
所
管
業
務
の
変
更
を

行
う
も
の
で
す
。

　

組
織
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変
化
等

に
合
わ
せ
変
更
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

市
民
の
分
か
り
や
す
さ
を
第
一
に
行
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
48
号 

小
松
市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

法
律
に
基
づ
き
、
高
度
化
、
多
様
化
す
る
行

政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
的
な

知
識
や
経
験
を
有
す
る
職
員
等
を
任
期
付
き
で

採
用
出
来
る
よ
う
新
し
く
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　

採
用
さ
れ
る
方
が
、
市
の
た
め
に
十
分
な
能

力
を
発
揮
し
、
業
務
で
や
り
が
い
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
ま
た
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
民
間
の
方

が
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
処
遇
な
ど

充
分
な
動
機
づ
け
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
51
号
か
ら
第
54
号 

工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

　

こ
ま
つ
ド
ー
ム
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
及
び
安
宅
新
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
造

成
工
事
に
か
か
る
工
事
に
つ
い
て
請
負
契
約
を

す
る
も
の
で
す
。

　

工
事
発
注
に
あ
た
り
、
価
格
以
外
に
競
争
参

加
者
の
提
案
・
実
績
等
を
審
査
・
評
価
し
、
そ

の
結
果
を
合
わ
せ
て
決
定
す
る
総
合
評
価
方
式

に
つ
い
て
、
業
界
で
も
技
術
力
向
上
の
た
め
必

要
な
制
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内
他
市
と
比

較
し
て
適
用
件
数
が
高
い
こ
と
か
ら
、
他
市
で

の
導
入
割
合
等
も
考
慮
し
て
制
度
を
見
直
し
て

み
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
58
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

防
衛
省
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
、
教
育
用

バ
ス
1
台
を
２
、
０
９
９
万
５
千
円
で
取
得
す

る
も
の
で
、
松
東
み
ど
り
学
園
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
更
新
す
る
こ
と
で
、
遠
距
離
通
学
を
し
て

い
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
通
学
に
お
け
る
安
心
・

安
全
の
確
保
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、

校
外
学
習
で
も
利
用
す
る
も
の
で
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
生
活
に
困
窮
す
る
世
帯
の
う
ち
緊
急
小
口
資

金
等
の
特
別
貸
付
を
利
用
で
き
な
い
世
帯
で
申

請
時
点
に
お
い
て
収
入
額
、
預
貯
金
が
基
準
を

下
回
り
、
か
つ
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
世
帯

を
対
象
に
7
月
よ
り
支
援
金
の
支
給
を
開
始
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
申
請
期
限
を
11
月
30

日
ま
で
延
長
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載

や
未
申
請
者
宛
に
は
文
書
を
送
付
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

■
２
学
期
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

学
校
で
は
文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
基
づ
い
て
市
が

示
し
た
内
容
を
徹
底
し
て
実
施
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
休
み
時
間
等
に
お
い
て
、

遊
び
な
ど
体
を
動
か
す
こ
と
が
十
分
に
で
き
て

い
な
い
の
で
は
と
心
配
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
各
学
校
に
お
い
て

感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
工
夫
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

■
令
和
３
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
に
つ
い
て

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
小
学
校
（
国
語
・
算
数
）
と
中
学
校
（
国

語
・
数
学
）
の
学
力
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
見

る
と
平
均
以
上
と
い
う
結
果
で
す
が
、
小
中
学

校
と
も
に
記
述
式
の
設
問
に
お
い
て
課
題
が
見

ら
れ
て
お
り
、
各
学
校
の
状
況
を
分
析
し
指
導

を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
調
査
は
、

教
職
員
の
指
導
力
の
改
善
を
図
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
お
り
、
調
査
を
元
に
、
保
護
者
に
今
後

の
各
学
校
の
指
導
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
課
題
の
解
決
に

向
け
て
自
分
で
考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
主
体
性
に
つ
い
て
は
、
全
国
や
県

と
比
較
し
て
も
高
い
結
果
と
な
り
、
各
学
校
で

の
取
組
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

昨
年
の
一
斉
休
校
に
よ
る
学
力
へ
の
影
響
は

な
い
か
と
の
意
見
に
対
し
て
は
、
県
の
教
育
委

員
会
の
見
解
と
同
じ
く
、
本
市
に
お
い
て
も
影

響
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

総務企画

委
員
長

新

田　

寛

之

副
委
員
長

二

木　
　

攻

委　員

東　

　

 

浩

一

南

藤　

陽

一

梅

田　

利

和

円

地　

仁

志

橋

本　

米

子

灰

田　

昌

典

福祉文教

委
員
長

杉

林　

憲

治

副
委
員
長

竹

田　

良

平

委　員

木

下　

裕

介

高

野　

哲

郎

片

山

瞬

次

郎

宮

西　

健

吉

表　

　

 

靖

二



議会だより 202号19

■
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
に

つ
い
て

　

現
時
点
で
は
、
小
松
基
地
に
お
け
る

訓
練
計
画
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
小
松
市

民
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
こ
と
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、
速
や
か
な
情

報
提
供
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
１
四
半
期
ま
で
の
緊
急

発
進
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

７
月
９
日
に
統
合
幕
僚
監
部
か
ら
発

表
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
緊
急
発
進
回

数
は
１
４
２
回
で
あ
り
、
前
年
度
の
同

時
期
と
比
べ
て
52
回
減
少
し
た
と
の
こ

と
で
す
。
小
松
基
地
が
所
属
す
る
中
部

航
空
方
面
隊
の
緊
急
発
進
は
２
回
、
昨

年
比
２
回
減
で
し
た
。

■
国
の
令
和
４
年
度
概
算
要
求
に
つ
い

て

　

基
地
周
辺
対
策
費
は
、
令
和
４
年
度
概

算
要
求
額
１
、
２
０
１
億
９
千
６
百
万
円

で
、
前
年
度
に
対
し
、
49
億
１
千
８
百
万

円
増
の
４
・
３
％
の
伸
び
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
松
基
地
に
配
備
予
定
の
最

新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
「
Ｆ

－

35
Ａ
」

８
機
分
の
取
得
費
約
１
、
１
９
４
億
円
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
に
８

機
配
備
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

Ｆ

－

35
Ａ
の
配
備
に
つ
い
て
は
、
飛

行
の
安
全
性
確
保
及
び
、
告
示
後
住
宅

の
防
音
工
事
の
実
施
を
実
現
す
る
こ
と

や
、
小
松
飛
行
場
周
辺
整
備
協
議
会
で

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
要
望
事
項
等
の
早

期
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
前
提
に
容
認

し
た
も
の
で
す
。

　

住
宅
防
音
工
事
を
は
じ
め
、
周
辺
環

境
整
備
等
、
地
元
の
要
望
の
早
期
実
現

に
向
け
て
、
今
後
と
も
予
算
確
保
の
要

望
に
努
め
て
い
く
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
航
空
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

　

航
空
プ
ラ
ザ
の
令
和
３
年
7
月
末
ま

で
の
入
館
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
入
場
制
限

等
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
と
比

べ
て
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

航
空
プ
ラ
ザ
の
駐
車
場
に
つ
い
て
、
安

宅
新
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
を
踏

ま
え
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
同
駐
車
場

の
拡
充
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
航

空
プ
ラ
ザ
や
周
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向

上
を
確
保
し
、
利
用
者
の
安
全
性
・
利

便
性
を
高
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

特別委員会　調 査 報 告調 査 報 告

■
小
松
市
農
業
集
落
排
水
施
設
に
お
け
る
汚
泥

減
容
化
技
術
の
実
証
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

汚
泥
の
減
容
化
と
処
理
コ
ス
ト
削
減
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
実
現
の
た
め
、
小
松
市
上
下
水
道
局
と

小
松
マ
テ
ー
レ
株
式
会
社
が
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
小
松
市
農
業
集
落
排
水
施
設
（
中
海
地

区
処
理
場
）
で
、
減
容
化
技
術
を
導
入
し
、
実

証
試
験
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

下
水
処
理
で
の
効
果
や
影
響
等
、
市
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
し

っ
か
り
と
管
理
、
検
証
を
行
う
よ
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度　

除
雪
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

公
助
、
共
助
、
自
助
の
連
携
を
基
本
と
し
、

降
雪
対
策
を
改
善
す
る
も
の
で
す
。

　

除
雪
は
、
個
人
や
町
内
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
の
で
、
除
雪
業
者
の
割
り
当
て
エ
リ
ア
が

決
定
次
第
、
町
内
会
に
報
告
し
、
事
前
打
ち
合

わ
せ
や
、
排
雪
場
所
の
確
認
を
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
小
松
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い
て

　

今
回
の
表
明
で
国
内
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
は
４
３
９
自
治
体
と
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
重
要
な
分
野
で
あ
る
の
で
、
高
い

目
標
で
す
が
、
市
挙
げ
て
実
現
に
取
り
組
む
こ

と
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご

み
の
出
な
い
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
削
減
に
向
け
、
個
人
や
企
業
も
で
き
る
取
り

組
み
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

■
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
に
つ

い
て

　

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
本
市

出
身
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
の
は
、
初
の
快
挙
で
す
。
ま
た
、

木
場
潟
カ
ヌ
ー
競
技
場
に
お
い
て
５
ヶ
国
36
名

が
事
前
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
応
が
難
し
い
中
、
ご
支
援
を

頂
い
た
宿
泊
施
設
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
世
界
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、
本
市

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
世
界
大
会
・
全
国

大
会
等
の
誘
致
を
進
め
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
誘
致

で
き
る
環
境
を
整
え
る
よ
う
強
く
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
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　いつもお世話になっております。この議会だよりで、最も多くの

ページが割かれているのは各議員の質問の項目です。議員によって

内容は様々ですが、一人ひとりは共通して「市を発展させること」

や「困っている人を助けること」を意識しています。

　議場は日常に近いとは言い難いですが、議会だよりを通して少し

でも知っていただきたいと思っております。興味を持って見ていた

だくには内容の充実が必要で、内容の充実を図るには議場が日常からかけ離れた

ものにならないよう常に市民目線を持つことが大切です。日々研鑽してまいりま

すので、皆様にはこれからもご指導・ご鞭撻を宜しくお願い致します。

 (竹田　良平)

不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●11月13日㈯ ●12月18日㈯ ９時～11時30分会場 ●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

議会だより編集委員会

委員長　　東　　浩一

副委員長　岡山　晃宏

委　員　　竹田　良平

　　　　　吉田　寛治

　　　　　吉村　範明

　　　　　吉本慎太郎

☆議会傍聴　☆テレビ小松　☆ホームページ（議会生中継、録画配信）

https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

小松市

イメージキャラクター

カブッキー

日 月 火 水 木 金 土

予 定 12月定例会の日程
※日程は変更になる場合があります。

【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138
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要チ
ェ
ッ
ク
！

11月29日には

市長による提案説明、

12月7・8・9日には

市政に対する質問、

12月16日には

予算案等への質疑、

12月23日には

委員長報告等が

行われます。

小松市政について、

活発な議論が行われます

のでぜひご覧ください。

本会議（開会）

予算決算常任委員会
総括質疑

常任委員会（分科会）

議会運営委員会

本会議（閉会）

一般質問

議会運営委員会

一般質問
常任委員会

（分科会）
代表質問

特別委員会

傍聴可能なもののみ記載傍聴可能なもののみ記載

予算決算

常任委員会

編 集 後 記

「ゼロカーボンシティ」とは

「2050年までにCO2（二酸化炭素）の排出量を実質ゼロにすることを目指す旨（脱炭素化）

を首長もしくは地方公共団体から公表された都道府県または市町村」のことを指します。

小松市では、2021（令和3）年8月25日の9月議会予算内示会および市長プレスリリース

において「ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことを表明しました。

令和3年9月30日現在464自治体が表明。

９月定例会注目ワード


